
介護ロボットのパッケージ導入モデルのご案内
－ 導入手順の解説 －
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■パッケージ導入モデル作成に至るまでの流れ

■厚生労働省では2020年度より介護ロボットの普及・促進を推進するために
介護ロボットに関する相談窓口を設けて活動をしています。
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◎相談窓口に寄せられた“声”

（全国的に）

非常に多かった

介護ロボットのパッケージ導入モデル

■パッケージ導入モデル作成に至るまでの流れ
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■なぜ “パッケージ導入モデル”を理解する必要があるのか

■令和６年度からの介護ロボットおよびICT機器の導入補助金に関してはパッケージ
導入モデルなどを参考に課題抽出、生産性向上に資する取組の計画を提出する必要
があるため

拡 大
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導入手順のすすめ方

ー どのような流れで何をするのか ー
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■パッケージ導入モデル事業の“流れ”

区分 手 順

1 計画（P）

1 改善活動の準備

2 現場課題の見える化

3 実行計画の立案

２ 実施（D） 4 改善活動の取り組み

３ 確認（C） 5 改善活動の振り返り

４ 再考（A） 6 実行計画の練り直し
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■パッケージ導入モデル事業の手順の解説（1/3）

＜手順1＞

改善活動の
準備

ポイント ワンポイントアドバイス

＜改善活動を検討・実行に移すための体制づくり＞

・生産性向上の取組を推進するにあたって、プロジェクト
チームをつくります。
・現場担当者に任せるだけでなく、経営層（トップ層）
も関与しましょう。
・経営層（トップ層）から、取組開始のキックオフ宣言
をし、取組の意義等を周知しましょう。

・プロジェクトメンバーには、多様な観点からの議論をする
ことが望ましいため、可能であれば多職種が参加できるよ
うにしましょう。
・介護ロボットやICTに慣れている職員等をメンバーに含め
ましょう。
・キックオフ宣言は、トップ層自らが自身の言葉で取組の
意義を語りましょう。

＜手順2＞

現場課題の
見える化

ポイント ワンポイントアドバイス

＜介護現場での課題把握＞

・どのような現場の課題があるのか、今後どのようなケア
を進めていきたいのか、議論して見える化しましょう。
・導入したい介護ロボットを前提とした議論をするのでは
なく、施設・事業所の課題やありたい姿を丁寧に議論す
ることが望ましいです。

・課題の見える化にあたっては、ワークショップを実施する、
気づきシートやアンケート等で全職員から意見を収集する
等の方法があります。
・実施手順の具体については、「介護サービス事業におけ
る生産性向上に資するガイドライン」を参照ください。

非常に重要
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＜手順3＞

実行計画の
立案

ポイント ワンポイントアドバイス

＜導入後のオペレーション変更の検討、導入後の効果を把握す
るための定量的な仮説の設定＞

・課題等を踏まえ、介護ロボットの導入をする場合、実
行計画を検討します。
・一度に複数の機器を導入するのではなく、順次導入す
るようにしましょう。
機器の特性（適応と禁忌）を確認の上、対象利用者
を選定しましょう。
・介護ロボットの導入・教育だけでなく、現場のオペレー
ションをどのように変えるか、を検討しましょう。
・導入後、想定される効果を検討し、評価項目を設定し
ましょう。

・介護ロボット・ICT等の導入が初めての場合、見守り機
器やインカムを最初に導入している施設・事業所が多いよ
うです。
・介護ロボットを導入してもオペレーションを変更しないと思
うような効果が得られません。例えば見守り機器を導入し
ても、夜間の訪室タイミングを含めたケアの在り方を見直
すなどを検討しましょう。
・対象利用者は、実際の利用者ベースで議論しましょう。
例えば、Aさんは夜間訪室のため睡眠がよくとれず、日中
の活動量が低くなっている可能性があるため、夜間の睡
眠時間、日中の離床時間などを評価指標とする、などが
あります。

＜手順4＞

改善活動の
取り組み

ポイント ワンポイントアドバイス

＜導入準備、利用者へのケアの提供、導入後の効果検証＞

・本冊子を参考に、導入準備（保管場所・活用ルール
等の検討）、機器導入・研修、利用者への活用を進め
ます。
・夜勤者で十分な教育ができないことや、ICT に慣れて
いないために活用が進まないケースがあります。十分な
導入期間を確保するようにしましょう。
・導入当初は、プロジェクトチームによるミーティング等を
月 1～２回程度開催するなどして、メンバーでの情報
共有を心掛けましょう。
・取組のなかで、小さな改善活動を進めていきましょう。

・導入当初は、慣れるまで（2週間程度）は職員だけで
使用し、十分に使い方を理解してから利用者にも使用す
るなどがあります。
・メーカーの説明書を踏まえて、施設・事業所独自に紙1
枚のマニュアルを作り、機器のそばに置いておくなども一案
です。
・小さな改善活動としては、取り出しや充電がしやすい位
置に機器の保管場所を変更する、見守り機器の通知基
準（起き上がりで通知するか、端座位で通知するか等）
を利用者に応じて変えることなどがあげられます。

非常に重要

■パッケージ導入モデル事業の手順の解説（2/3）
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＜手順5＞

改善活動の
振り返り

ポイント ワンポイントアドバイス

＜期待していた効果（仮説）に対する効果検証、振り返りミー
ティングの実施＞

・実行計画の中で設定した評価項目が達成されている
かの評価を行いましょう。評価は、利用者への効果・職
員への効果・組織への効果の観点で行います。可能な
限り定量評価ができるようにしましょう。
・うまくいった点、いかなかった点を整理しましょう。うまく
いった点は好事例として、施設・事業所内に情報共有し
ましょう。うまくいかなかった点は、原因等をプロジェクト
チームで検討しましょう。

・評価方法は、アンケート調査やタイムスタディ調査等が
あります。調査は現場の負担にもなりますので、導入目的
に合わせて、調査負担がなるべく減るような調査設計をす
ることが望ましいです。例えば、見守り機器の導入により
夜勤職員の巡視が減ると考えた場合、夜勤時の歩数を
代替指標として評価することも一案です。記録時間が減る
と考えた場合、PC や記録端末の稼働時間で評価するこ
ともできます。

＜手順6＞

実行計画の
練り直し

ポイント ワンポイントアドバイス

・うまくいかなかった点については、実行計画に変更を加
えましょう。
・一定の効果が検証できた場合、次のステップに進みま
す。ありたい姿に向けた次の取組や、新たな課題への検
討を行いましょう。
・導入済みの機器の活用を進める場合、対象利用者・
対象となるケアのシーン・より効果的な使い方を検討し
ましょう。
・追加で機器を導入する場合、導入済みの機器と組み
合わせて活用することにより、相乗効果が発揮できるか
を検討しましょう。

・例えば、これまで移乗支援機器（装着型）をベッドから
車いすへの移乗支援のみに使っていた場合に、入浴支援
やシーツ交換、ゴミ出し等で使うことなどが使い方の幅を
広げる例になります。
・機器の組み合わせによる効果の一例としては、①見守り
機器と排泄予測機器を組み合わせて、排泄自立のための
定量評価をする、②移乗支援機器とインカムを組み合わ
せて効率的な誘導をすることで、入浴時に利用者が待つ
時間を減少できるようにする、があげられます。

■パッケージ導入モデル事業の手順の解説（3/3）
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■パッケージ導入モデル手順の“最大ポイント”

区分 手 順

1 計画（P）

1 改善活動の準備

2 現場課題の見える化

3 実行計画の立案

２ 実施（D） 4 改善活動の取り組み

３ 確認（C） 5 改善活動の振り返り

４ 再考（A） 6 実行計画の練り直し
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■『現場課題の見える化』とは・・・

理 由
・他の人は忙しそうで呼べない
・異変はないかの確認
・他の業務に追われてしまう

⇒ 『現場課題の見える化』

・整理（目指すもの・現実・理由）

・共有・話し合う

・優先順位
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■『実行計画の立案』のポイント①

介護ロボットを導入することで“解決”することはない

介護ロボットは“道具”

・導入に伴いオペレーションの変更は必須。

・オペレーション変更当初は負担が増す。
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U字の法則

〇新しい取組には施行錯誤がつきもの。
調整コストなどが発生して一時的に効率
が下がることが自然と知っておくことが
重要。

〇継続的なマネジメントで効率アップ
（業務改善）につながる。

“施行錯誤“の繰り返しが効率を上げる

■『実行計画の立案』のポイント②
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■ポイント①および②を理解していないと・・・

・解決する課題（問題）は何？

・解決（軽減）にむけてどのように使う？
整理されないままで

介護ロボットを導入（試用）

するとどうなるか

評価をする
・ 早い ／ 遅い
・ 重い ／ 軽い
最終的には・・・

・ 使える ／ 使えない

■整理した状態で導入（試用）するとどうなるか

・どのような操作手順がよいか
・どこを改善すればよいのか

という考えになる。

© 2024 ShareSupprt corporation



■一歩前にすすむために・・・

解決する課題

“課題”さえ見えていれば、
方法や手段にとらわれる必要はない。
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ご清聴ありがとうございました

本資料を用いたセミナー企画も可能です。お気軽にご相談ください。
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